
五
所
神
社
は
天
智
天
皇

の
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と

い
う
。
千
歳
川
沿
い
の
湯

河
原
温
泉
街
か
ら
湯
河
原

駅
に
向
か
う
途
中
に
あ
る
。

平
安
時
代
末
期
、
こ
の

附
近
は
桓
武
平
氏
の
血
を

引
く
土
肥
実
平
が
支
配
し

て
い
た
。
そ
れ
で
湯
河
原

駅
前
に
土
肥
実
平
の
銅
像

が
あ
る
。

一
一
八
〇
年
の
源
頼
朝

挙
兵
の
時
、
土
肥
実
平
が

刀
を
五
所
神
社
に
奉
納
。

そ
れ
が
神
社
の
宝
と
し
て

現
存
し
て
い
る
と
い
う
。

五
所
神
社
の
前
で
描
こ

う
と
す
る
と
、
目
の
前
に

新
幹
線
の
高
架
橋
が
あ
る
。

数
分
お
き
に
の
ぞ
み
、

ひ
か
り
、
こ
だ
ま
が
走
る
。

新
横
浜
か
ら
新
幹
線
に

乗
る
と
二
時
間
余
り
で
京

都
に
着
く
。
と
て
も
便
利

で
快
適
と
思
う
。

し
か
し
、
快
適
さ
の
陰

に
、
新
幹
線
の
沿
線
に
住

み
轟
音
に
曝
さ
れ
る
方
々

が
い
る
こ
と
を
、
思
い
知

ら
さ
れ
た
。
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五
所
神
社
前
の
高
架
橋

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
湯
河
原
町
宮
下

二
〇
一
九
年
十
月

十
二
月
一
日
か
ら
八
日

ま
で
の｢

体
感

首
都
直
下

地
震
ウ
イ
ー
ク｣(

Ｎ
Ｈ
Ｋ)

を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

三
十
年
以
内
に
七
十
％
の

確
率
で
発
生
す
る
と
い
う

首
都
直
下
型
地
震
。
内
閣

府
の
被
害
想
定
に
基
づ
き
、

東
京
で
起
き
る
こ
と
を
ド

ラ
マ
化
し
た
「
パ
ラ
レ
ル

東
京
」
は
大
変
興
味
深
い

も
の
で
し
た
。

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住

民
は
在
宅
避
難
が
原
則
だ

そ
う
だ
が
、
停
電
が
長
引

き
、
水
道
も
出
な
い
マ
ン

シ
ョ
ン
に
は
住
め
な
い
。

そ
う
い
う
住
民
も
来
て
避

難
所
は
パ
ン
ク
・
・
・
。

番
組
で
は
数
々
の
災
害

対
策
が
紹
介
さ
れ
た
。

し
か
し
、
一
番
肝
心
な

こ
と
に
触
れ
な
か
っ
た
と

思
う
。

人
口
集
中
を
食
い
止
め
る

自
然
災
害
時
、
一
番
の

問
題
は
首
都
圏
に
超
多
数

の
人
が
い
る
こ
と
。
火
災

で
家
を
失
っ
た
人
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
で
浸
水
被

害
を
受
け
た
人
、
建
物
の

倒
壊
に
巻
き
込
ま
れ
た
直

接
の
被
災
者
。

そ
し
て
、
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
で
電
気
も
水
道
も
な
い

人
、
帰
宅
困
難
者
。

超
高
層
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
て
ら
れ
る
毎
に
増

え
る
人
口
。

今
、
政
治
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な

大
都
市
へ
の
人
口
集
中
を

食
い
止
め
る
こ
と
。

超
高
層
ビ
ル
の
建
設
を

規
制
す
る
と
共
に
、
産
業

で
も
教
育
で
も
地
方
が
大

都
会
よ
り
は
有
利
に
な
る

よ
う
な
政
策
を
と
る
こ
と

で
は
な
い
か
？
大
都
会
の

事
業
所
に
は
特
別
の
課
税

を
し
、
地
方
に
移
っ
た
事

業
所
に
援
助
す
る
よ
う
な

仕
組
み
を
作
っ
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
。
教
育
で
も
、
物

流
で
も
地
方
や
僻
地
、
離

島
に
援
助
を
し
た
り････

根本的対策はコレ！ 首都圏直下地震に

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


